
安重根義士遺墨「独立の書」と 
人間自然科学研究所のあゆみ 



1997年6月 韓国 独立記念館訪問・寄付 



1998年7月 大韓赤十字社 朝鮮にむけて食糧支援金500万円寄付 



2005年5月 韓国 安重根義士記念館・西大門刑務所訪問 



2006年9月 大林寺 安重根義士法要 



2006年10月 韓国釜山木曜学会講演 



2007年3月 韓国 安重根義士殉国97周忌追念式に参加 



2008年5月 安重根義士記念館訪問・寄付 



2008年10月 第6回国際平和博物館会議 出雲和譲フォーラム 
国際平和博物館会議のエクスカーションとして、安齋育郎立命館大学平和ミュージアム名誉館長、金鎬逸安重根紀念館館長、宋錫源慶熙大学校教授、
李惠筠安重根紀念館総務部長は、出雲和譲フォーラム「強くなければ生きられない 優しさがなければ生きる資格がない 対立の文化から共生の文化
へ」に参加した。これにあわせ、研究所が仲介し、京都・龍谷大学に収蔵され10年間展示がなかった安重根の遺墨、広島・願船寺が所蔵する安重根の
「独立」の書を金館長と李部長が確認。韓国へ遺墨貸し出しの道筋をつけた。 

左から、安齋名誉館長、金館長、千家管長、李総務部長、小松理事長、宋教授 



2009年3月 韓国 安重根義士殉国99周忌追念式・安重根義士記念館起工式に参加 

左から、チェ・ドンス黄海道民副会長、菅原敏允史談会長、 
小松理事長、キム・ヒョンチョル顧問、ジョ・スハン社長 

左から、キム・ヒョンチョル顧問、 
バッ・ユチョル記念館建立委員長、小松理事長 



2009年3月 京都 龍谷大学 安重根遺墨・関連資料展と日韓国際平和シンポジウム 

岡山県浄心寺から、龍谷大学へ委託された安重根義士の遺墨３点 若原道昭龍谷大学長（右下２番目）と、遺墨の貸し出しを協議 



2009年3月 広島（願船寺）・岡山（浄心寺）・高知（小松亮様宅）訪問 

広島県願船寺訪問 岡山県浄心寺訪問 高知県小松亮様宅訪問 



2010年6月 安重根義士遺墨「獨立」日本初公開 

広島県日韓親善協会の要請をうけ、広島県の願船寺で保管されている安重根義士の遺墨「獨立」
を研究所が紹介、広島市内で開かれた同協会の総会で日本国内で初めて披露された。総会には
金容雲檀國大学韓国数学文化研究所長が日韓関係について「20世紀のルサンチマン（怨念）を、
21世紀のルネッサンスへ」と講演した。 

遺墨「獨立」とともに講演する金容雲氏 



2012年4月 韓国安重根義士紀念館にて 遺墨独立の書受け取り 



2012年5月 オランダ・ハーグ 李儁烈士記念館訪問 



2013年8月 オランダ・ハーグ 平和宮100周年記念事業 



2014年3月 韓国 安重根義士殉国104周忌追念式に参加 



2014年6月 ベルタ・フォン・ズットナー女史没後100周年記念セレモニー 



2014年11月 八雲立つ出雲から陽が昇るシンポジウム 



2015年5月 韓国 日本大使館前少女像と安重根義士とズットナー 



2018年3月 映画「日本と再生」上映・講演・ズットナー像出発式 



2018年3月 韓国 安重根義士殉国108周忌追念式に参加 



2019年4月 水と火と健康寿命の聖地 聖火リレー・世界の水の偉人灯籠 
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